
木工房営業時間 10:00〜17:00 定休日：火曜

電話076-273-9500 白山市八幡町リ1-6

代表取締役 角永善隆（かどながよしたか）
明治35年創業の木材加工業。1999年に木材の魅力を発信する施設「もく遊りん」の運営
を開始。木製雑貨を販売する「木工房」、石窯ピザ等を代表するイタリアンレストラン「食工
房」を営業している。

産業廃棄物を「かわいい生活雑貨」に再生転換
あまりにも多くの捨てられる木材。「捨てられるものに価値を！」という強い気持ちの

もと、木材加工業者が作りがちな「おもちゃ」や「家具」では無く、異素材を組み合わせた
「生活雑貨」の開発や全国販売を視野にいれた展開は業界内で珍しく、新規性がある。

準グランプリ ㈱角永商店もく遊りん

製材部門から出る〝端材“から開発した、黒板消し型クリーナー。

石川県白山発！新しい？それとも古い？皆が知ってる○○○○型クリーナー

商品の箱までかわいく有効利用！知恵やアイデアが詰まったマーケティング
前モデルは開発後1年間で約1600個を販売したが、商品名は「黒板消し型クリーナ」と見た
目のままで販売場所も木工房店舗のみと小規模な展開にとどまっていた。国内でコロナ感染
が始まった3月頃より、全国販売を視野に入れ、商品コンセプトや商品名を見直し、利用シー
ンや楽しみ方がわかるリーフレットや、工作すればクリーナー置きに返信する商品の箱等も
制作した。現在も、商工会や石川県（ISICO様）の支援を受けつつ、全国販売を視野に入れ
た販路開拓（東京ギフトショー、WEB販売）やプロモーション（ニュースリリース、商品動画制
作）等に精力的に取り組んでいる。

コロナ禍における営業時間短縮等で、店舗営業の停止も視野に入れざるを得ない危機
のなか、当社は、1年前に開発した、テレビやパソコン、スマホやタブレット等の汚れをふき
取る「黒板消し型クリーナー」の全国販売を視野に入れた、リブランディング・マーケティン
グに取り組んでいる。コロナ禍での新様式『テレワークやおうち時間増加』において、ます
ますPCやモバイルの使用頻度が増えるなか、「デジタルの暮らしに潤い（かわいい）をもた
らす生活雑貨」を多くの方に使っていただきたいと奮闘している。

「フクフク（FUKU-FUKU)」 3月1日(月)新発売

・受賞のポイント（審査員のコメント）
捨てるしかない産業廃棄物である木の端材を、大人が楽しめる黒板消しに見立てた
クリーナーにリメイクしたアイデアが評価された。サスティナブルな取り組みとビジネスの
両立を目指す好事例として成長を期待する

ペーパーやすり（手作業）は4回掛け。
理想の触り心地を追求する。


